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【あ】
アーツアンドクラフツ 12/12/20⑥

アーティストハウス 99/05/13①

03/06/05⑤，03/08/14②，03/11/13③

アートン 99/12/09⑥

青木書店 02/02/28②

青山出版社 98/04/02④，01/08/23⑥

04/02/26①，04/05/06⑤，07/05/02③

赤々舎 12/11/29⑥

明石書店 03/06/12④，04/08/26④

 04/09/22④，05/07/28④，07/08/16⑤

09/03/26③，12/07/26③，12/12/20③

13/03/15，13/08/01⑥，13/12/19⑤

亜紀書房 07/09/27⑥，08/12/18③

 11/02/03③，11/09/15④，11/11/04，
13/05/09⑥，13/05/30④

あけび書房 08/01/31⑤

朝日出版社 04/07/08③，06/02/23⑤

 07/08/23①，09/09/03⑤，12/10/11③

朝日新聞社 98/08/27①，98/11/12①

 98/12/10①，99/01/28⑤，99/02/10⑤

99/02/25①，99/04/22⑤，99/05/20⑤

99/07/08③，99/07/22⑥，99/08/19⑤

99/10/14⑤，01/04/26③，01/08/16⑤

02/07/04⑤，02/11/07⑤，03/10/23④

04/01/29③，04/10/07②

朝日新聞出版 00/12/14②

 02/05/23③，11/04/14⑥

葦書房 01/04/05⑥，01/06/28④

飛鳥新社 00/08/17②，00/10/19③

 04/10/16，08/08/07⑥，10/09/30⑤

12/03/15⑥，12/06/21⑤

アスキー 08/08/28⑤

アスキー出版局 98/04/02①

 98/12/24④，01/08/09⑤

アストラ 06/11/09③

アスペクト 98/04/30③，99/03/25①

01/08/23①，02/08/08⑤，06/07/13⑥

07/03/22⑥

アトラス出版 00/09/07⑤

天野祐吉作業室 10/08/26③

アメリカン・ブック&シネマ
 11/05/12④，13/09/06

アルテスパブリッシング 11/11/17③

アルファベータ
 08/02/07②，08/04/10⑥

アンドリュース・クリエイティヴ
 03/05/29⑤

【い】
イースト・プレス 03/10/16①

04/07/22②，04/10/14⑤，05/03/31②

06/08/03⑥，08/05/29①，11/12/15②

12/09/27③

医学書院 10/02/10④，10/09/30⑥

12/03/29③

いそっぷ社 98/08/27④

一葉社 04/08/26②

一季出版 00/10/26①

INAX出版 09/10/22④

以文社 01/09/06⑥，03/02/06③

10/04/08④，12/12/06⑤

岩波書店 98/04/02②，98/04/09④

 98/04/16④，98/04/23⑤，98/04/30②

98/05/07⑥，98/05/21④，98/06/25③

98/07/02④，98/07/23⑤，98/08/13③

98/08/27⑤，98/09/10④，98/09/17③

98/10/08⑥，98/10/29⑤，98/11/12⑤

98/11/19②，98/11/26①，98/12/10③

98/12/24⑤，99/01/07⑤，99/01/28③

99/02/10①，99/03/25④，99/04/01①

99/04/15①，99/04/28③，99/05/06⑥

99/06/24②，99/08/05④，99/10/14④

99/10/21④，99/11/11⑥，00/03/30⑤

00/04/06⑤，00/04/27②，00/06/01②

00/06/22⑥，00/07/27①，00/08/10②

00/08/17⑤，00/09/14⑥，00/09/28②

00/10/19⑤，00/10/26②，00/11/02③

00/11/22①，00/12/21⑤，01/01/25⑥
01/02/01④，01/02/15②，01/02/22④

01/03/22④，01/04/19⑤，01/05/17⑥

01/05/24⑤，01/07/05③，01/07/12⑤

01/08/02③，01/08/30②，01/11/22③

02/01/17⑤，02/01/31①，02/02/21⑥

02/03/07⑥，02/04/11⑤，02/04/18①

 02/05/23④，02/05/30③，02/07/11③

02/07/25②，02/08/01⑥，02/08/08①

02/08/22②，02/09/05②，02/09/19②

02/10/17②，03/01/30⑤，03/02/20⑥

03/02/27⑥，03/03/13①，03/04/03③

03/04/17②，03/04/24①，03/05/22①

03/06/05④，03/06/12⑥，03/06/19②

03/06/26④，03/07/03③，03/07/10④

03/07/17④，03/07/24②，03/08/07④

03/10/09⑥，03/10/23⑤，03/10/30⑥

03/11/27⑤，03/12/11⑤，03/12/18⑥

04/01/22②，04/02/05②，04/02/12⑤

04/02/19④，04/03/04⑤，04/04/15⑤

04/04/22①，04/04/28①，04/06/03②

04/06/24④，04/07/01④，04/07/29③

04/08/05②，04/08/19③，04/09/02③

04/09/09③，04/11/25⑤，05/01/13④

05/01/20④，05/02/10⑥，05/02/17③

05/03/17⑤，05/03/24⑤，05/03/31⑥

05/04/07①，05/04/14⑤，05/04/28③

05/05/02⑤，05/06/09④，05/09/22②

05/10/13⑥，05/10/27③，05/11/02⑥

05/11/10⑥，05/11/24③，05/12/08③

06/01/26③，06/02/23④，06/03/02④

06/04/06④，06/05/18④，06/06/08⑥

06/07/27②，06/08/03⑤，06/08/10⑥

06/08/17⑥，06/09/07③，06/10/12②

06/10/19①，06/11/02③，06/11/16⑥

06/12/21⑤，07/02/15⑥，07/02/22⑥

07/03/08⑤，07/03/29②，07/04/05③

07/04/26⑥，07/05/17④，07/06/07③

07/06/21①，07/06/28③，07/07/26⑥

07/08/02⑤，07/08/30⑤，07/09/06②

07/09/27③，07/10/25①，07/11/01④

07/11/29④，07/12/27④，08/01/10⑥

08/01/17⑤，08/01/31②，08/02/28⑥

08/05/08④，08/05/15⑤，08/05/22④

08/06/26③，08/07/03③，08/07/17⑤

08/08/14④，08/08/28⑥，08/10/16③

08/11/27⑤，08/12/04④，09/01/15⑤

09/01/29⑥，09/02/26⑥，09/03/19③

09/04/02⑥，09/04/09⑤，09/04/23③

09/04/30④，09/05/14①，09/07/09③

09/07/23②，09/10/15③，09/11/05⑥

10/01/14②，10/02/04⑥，10/03/04③

10/03/11⑥，10/04/01⑤，10/04/15②

10/04/22③，10/05/06②，10/05/27⑥

10/06/10⑤，10/07/08①，10/07/29⑤

 10/09/10，10/11/05，10/12/02⑥

10/12/09①，11/01/06③，11/01/20④

11/02/10④，11/02/17④，11/03/17①

11/03/24④，11/03/31⑤，11/04/07②

11/04/14⑤，11/04/28⑨，11/06/09⑥

11/06/27，11/08/11⑤，11/09/08①

11/09/15②，11/09/22②，11/10/20③

11/11/02③，11/11/10④，11/12/01④

11/12/08⑥，11/12/22④，12/01/19④

12/03/15①，12/04/19②，12/05/10①

12/05/24①，12/06/07②，12/06/14⑤

12/06/21④，12/07/05②，12/07/26①

12/08/02④，12/08/23⑤，12/09/06②

13/02/21③，13/03/07⑤，13/04/04②
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◎共同通信配信の書評16年分
　（1998年～2014年）を1冊に凝縮！

◎掲載書名約5,000点、評者約1,600人！

◎書評本文と「書名、著者・編者、
　訳者・監訳者、写真家ほか、評者、出版社索引」、
　楽しめる「キーワード索引」！

1
編
の
書
評
は

1
冊
の
本
か
ら
始
ま
る

言
葉
の
リ
レ
ー
！

20102010

17731772

美術史の先端部にある表現 「現代写真論」（シャーロット・コットン著、大橋悦子、大木美智子訳）

いま、写真ほど大きな歴史のダイナミズムにさ
らされているメディアもないだろう。感光フィル
ムを利用した機械式アナログ写真が需要・供給と
もに急激な終焉（しゅうえん）を迎えつつある一方、
デジタル写真はまるで燎原（りょうげん）の火のご
とく野に広がり、とどまることがない。
　それを素直に喜んでよいのか、にわかには断定
もできないありさまだ。このことは、わたしたち
が写真について知ろうとするとき、従来の教科書
がもうそれほど有効ではなくなっていることを意
味する。それが既成の美術史を参照して、似た記
述のスタイルに写真の変遷を流し込むという流用
の形式であったかぎり。
　実際、本書を開けばすぐに理解できるように、
いま写真によって可能な表現の振幅は旧来の絵画
をはるかにしのいでいる。しのいでいるだけでな
く、それは芸術の電子化という差し迫った、しか
も避けられない近未来の課題にも完ぺきに順応し
ている。善かれあしかれ数百年にわたって工夫を
尽くし、ある種のマニエリスムに陥っている絵画

に対して、写真による表現がいったいどこまで達
してしまうのか、正直、想像がつかないほどだ。
　ところが、写真は長く絵画に対して二次的な位
置を余儀なくされてきた。逆に言えば、だからこ
そ美術史とは別に写真史が必要とされたのだ。
　しかしいま、写真はあきらかに美術（アート）の
一部となった。だから、美術史とは別のところに
写真があるのではなく、美術史の先端部に写真に
よる表現があると言った方が正確だろう。おそら
く求められているのは、写真を使った表現が、す
でに絵画のずっと先にあることを説得しうるよう
な批評の存在なのだ。
　が、理論よりも先に、デジタル化によって参入
可能性が著しく高められた写真の世界は、誰も有
無を言えぬ表現を遠からず生み出してしまうはず
だ。本書に載る一概に写真とはくくりがたいイ
メージの群れを見ていると、そんな切迫とも期
待ともつかぬ感情がふつふつと浮かび上がってく
る。（椹木野衣・美術批評家）

（晶文社・2730円）＝2010年6月22日配信

生者と死者への想い交錯 「小暮写眞館」（宮部みゆき著）

花菱英一の両親が取得した念願のマイホーム
は、下町の寂れた商店街にある廃業した写真館
だった。その佇（たたず）まいが気に入った父の秀
夫は、店舗兼用の古家にそのまま住むことにした。
　だがその家には以前の主の幽霊が出るという評
判も。そんなおり、この写真館で現像したという写
真が持ち込まれた。法事帰りらしい6人のスナッ
プ写真の横に、涙を流しているように見える悲し
げな女性の顔が浮かんでいたのだ…。
　高校生の英一がこの不思議な写真の謎を追って
いくのが第1話の「小暮写眞館」である。これを
皮切りに、第2話「世界の縁側」では、笑顔と暗
鬱（あんうつ）という対照的な表情が映り込んだ親
子の写真が、第3話「カモメの名前」では子供たち
の遊ぶ前を横切って飛ぶおもちゃのカモメの写真
が登場し、心ならずも英一は「心霊写真バスター」
の日々を送っていく。
　非日常的な写真の謎を追うミステリー小説的な
味わいに加え、ゴーストストーリーの気配も漂わ
せながら、英一の学校生活や家族とのかかわりな

どおよそ2年にわたる日常生活が、自在の筆致で
描かれていく。
　明るくファンキーな両親と、聡明（そうめい）な
弟に囲まれた仲のよい花菱一家。だが幼いときに
病気で急逝した妹の存在が、家族のそれぞれに暗
い影を投げかけていることが徐々にわかってくる。
　「世の中にはいろいろな人がいるから、いろいろ
な出来事も起こる」という言葉のように、3枚の
写真から、英一は人と人とのさまざまな繋（つな）
がりを知ることになり、同時にこれまで避けてき
た自分たち家族の問題にも、目を向け始める。生
きている人間への想い、そして亡くなった人への
想いが静かに交錯するには、古びた小暮写眞館と
いう場が必要だったのだろう。
　著者3年ぶりの現代を舞台にした小説は、けな
げな青春小説、胸を打つ家族小説、ほろ苦い恋愛
小説のすべてを包含した贅沢（ぜいたく）極まる作
品となった。（西上心太・文芸評論家）

（講談社・1995円）＝2010年6月24日①配信

切実な課題から哲学を説く 「これからの『正義』の話をしよう」（マイケル・サンデル著、鬼澤忍訳）

米ハーバード大の政治哲学教授マイケル・サン
デルの講義を基にした本である。千人以上の学生
が押し寄せる人気で、同大史上初めて授業がテレ
ビ公開された。日本でもこの4月からNHK教育テ
レビが12回にわたり放映。異例の反響で、刊行1
カ月で既に15万部を超える売れ行きという。
　サンデルはコミュニタリアン（共同体主義者）と
呼ばれる思想グループの代表的論客。だが、いき
なりその思想を説くのではない。ハリケーン被害
で物不足になったフロリダでの強欲な便乗値上げ
の挿話から始め、市場と正義、功利主義、リバタ
リアニズム（自由至上主義）…と話を進める。
　アフガニスタンの戦場での生死をかけた兵士の
選択、産児に対する代理母の権利、少数民族優遇
で大学入試に振り落とされた白人学生の不利益。
現代米国が向き合う切実な課題の具体的事例を取
り上げながら、アリストテレス、ロック、カント、
ベンサムらの政治哲学の要点を説いていく。
　現前する課題と哲学の間を行き来するサンデル
の論の運びが見事だ。生死を分かつ戦場での選択

など、日本人が問うことをやめてしまった問題を
正面切って取り上げているのも、読者を引き付け
ている理由だろう。
　終わりの2章で、サンデルの立場が鮮明にな
る。ハーバード大教授だったジョン・ロールズは
1971年の「正義論」で平等主義的なリベラリズム
の思想を打ち立て、米国における福祉の原理を築
いた。それに対し、やはり同大教授のロバート・
ノージックは個人の権利の原理に立ち戻り「最小
国家論」を説いた。リバタリアンの思想だ。
　サンデルのコミュニタリアニズムは、個人とし
ての人間の自由の意味をめぐる2人の先達の「正
義」論争を批判した上で、個人よりも家族・地域
などの共同体を重視し、自由よりも共同体が共有
する「善」から「正義」を説く。ハーバードとい
う米国最高の知の殿堂で70年代から繰り広げら
れてきた大論争が垣間見える書でもある。（会田弘
継・共同通信編集委員）

（早川書房・2415円）＝2010年6月24日②配信

妥協なき直線的な生き方 「樺美智子　聖少女伝説」（江刺昭子著）

「60年安保」から50年を迎える。全国各地で国
民各層が「安保反対」「岸内閣打倒」を叫んだあの
反対運動は歴史上ではどのように位置づけられる
のだろうか。
　その視点のひとつに、反対運動のピーク時、
1960年6月15日の国会デモで亡くなった樺美智
子の実像を確かめるという手法がある。本書はま
さにその書というわけだが、樺の22歳までの人
生を丹念にたどることで戦後民主主義下の葛藤
（かっとう）のいきさつ、革命家をめざす思想的・
心理的変遷、さらには近代日本が理想としてきた
「典型的な近代家族の姿」などを検証することが
できる。
　著者は樺より5歳下になるのだが、いわばあの
60年安保世代といっていい。それだけに、記すべ
きポイントや表面上の動きの背景にある見えざる
史実にも目配りが利いている。例えば樺が神戸高
校時代に、大先輩で京大総長の滝川幸辰（昭和8年に
その学説が自由主義的と弾圧された）が講演に来て、「女
は良妻賢母がいい」と話したのを怒り、抗議に行

こうとしたエピソードなどは、勝ち気で芯のある
性格を端的に語っている。高校生にして、性差に
よる差別を許さないということだ。
　樺は戦後社会の価値観を知的に深めていくとど
のようになるかを身をもって示している。まじめ
に事に対処し、社会的不公正を許さず、理論に忠
実で、原則を譲らない生き方。学生運動の裏方で
地道に働き、やがて自治会幹部として活動の前面
に立つ。両親には学生運動へ深入りしていること
を決して明かさない。本書が描く樺像は妥協のな
い直線的な姿である。
　あの「6月15日」とは樺にとって何だったのか。
デモの中での死は圧死説と絞殺説とに分かれる
が、当局の発表の不自然さの中に、“彼女は狙われ
ていた”との見方もできるように思う。
　著者は「聖化された美智子の実像をよみがえら
せたい」との思いから本書を書いたという。その
思いが読者に十分伝わる書である。（保阪正康・ノン
フィクション作家）

（文芸春秋・1850円）＝2010年6月24日③配信

反対運動は歴史上ではどのように位置づけられる
のだろうか

よる差別を許さないということだ。
樺は戦後社会の価値観を知的に深めていくとど
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ジャンル横断の熱気 「『芸術』の予言‼」（フィルムアート社編）

1968年10月、映画を中心に幅広い文化を論ず
る一つの雑誌が創刊された。「季刊フィルム」。と
いってもいまや手に取るのは難しく、「幻の雑誌」
と言ってもいい。
その「季刊フィルム」（～72年）と後続の「芸術
俱楽部」（73～74年、いずれもフィルムアート社刊）か
ら、主立った論考や座談会をセレクトし、再録再録再 し
たのが本書だ。
68年といえば、パリで五月革命が起こり、各地
で学生たちが体制に「ノン」を突きつけていた。
高まるベトナム反戦運動の中で、米国は北爆停爆停爆 止
を発表した。政治の季節であったと同時に、情報
化時代時代時 と言われ、芸術はテクノロジーとの新たな
関係構築を迫られていた。表現は近代という分厚分厚分
い壁にぶつかり、行き場を失っていたのである。
その閉塞（へいそく）感の中で集結したのが7人

の編集委員だった。映画監督の勅使河原宏、作曲
家の武満徹、グラフィックデザイナーの粟津潔、
美術評論家の中原佑介―。彼らは芸術ジャンルの
境界破界破界 壊と、芸術による世界世界世 再生を掲げ、創刊号

ではフランスの映画革新運動「ヌーベルバーグ」
の旗手、ゴダールの特集を組んだ。
「千円札裁判」で有罪が確定した後の赤瀬川原
平が複製芸術論を展開し、森山大道が写真を撮る
根拠根拠根 としての記憶を語る。実験映画の飯村隆彦は
視覚と知覚の問題を提出。そして「天井桟敷」を
主宰した演劇の寺山修司は「作者は世界世界世 の半分を
創造する。あとの半分を補完するのが、受け手側
の創造というものである」と観客論の重要性を指
摘している。それらは今も現在的な主題だ。
ことに面白いのはそうした面々が集う座談会。
ジャンル横断の熱気とともに時代の逡巡（しゅん
じゅん）が伝わってくる。出会い、日常性、物語性
の復権というキーワードが既にここで語られてい
る。
「革命」「ラジカル」といった言葉が生きていた
時代時代時 を懐かしむ人も多いだろう。しかし、これは
回顧というより、現在に向けて発言する本である。
（井手和子・共同通信編集委員）
（フィルムアート社・2835円）＝2009年6月18日②配信
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【【ああ】】
アアーーキキペペララゴゴ 0066//0088//1100⑥⑥

アアーーササーー・・ウウェェイイリリーー『『源源氏氏物物語語』』
のの翻翻訳訳者者 0088//1122//1188⑤⑤

アアーーススシシーーのの風風 ゲゲドド戦戦記記ⅤⅤ
0033//0044//0033③③

アアーートト・・アアククテティィヴヴィィズズムム
9999//0044//1155④④

アアーートト・・ススピピリリッットト 1111//0099//2299⑥⑥

アアーートトレレスス 0011//0066//0077①①

嗚嗚呼呼、、懐懐かかししのの金金語語樓樓 0000//1111//1166④④

アアーールル・・ブブリリュュッットト アアーートト 日日本本
1133//0099//1122④④

アアイイ・・ウウェェイイウウェェイイはは語語るる
1111//1122//0011③③

赤赤いい指指 0066//0088//1177②②

赤赤朽朽葉葉家家のの伝伝説説 0077//0022//0088②②

「「赤赤毛毛ののアアンン」」のの秘秘密密 0044//0044//2222①①

赤赤とと白白 1133//0044//1111⑥⑥

赤赤のの他他人人のの瓜瓜二二つつ 1111//0044//1144①①

アアカカペペララ 0088//0088//2288②②

明明るるいい夜夜 0055//1111//0022②②

明明るるきき寂寂寥寥 0000//0099//1144⑥⑥

錏錏娥娥哢哢奼奼 0077//1122//1133⑤⑤

ああかかんんややつつらら 東東映映京京都都撮撮影影所所血血風風
録録 1133//1122//2266④④

晶晶子子ととシシャャネネルル 0066//0033//0099③③

昭昭 田田中中角角栄栄とと生生ききたた女女 1122//0044//1122④④

秋秋田田蘭蘭画画のの近近代代 0099//0055//2288④④

秋秋月月記記 0099//0022//1199④④

【書名索引】

【著者・編者索引】

利便性ある索引を多数収録！ 書評のデータベースとして活用できます。
■見 本

見やすいレイアウト！

【【ああ】】
相相原原真真理理子子 0044//0011//1155⑥⑥

青青木木薫薫 0066//0077//2200②②，，1100//0022//1188④④

1122//0099//0066⑥⑥

青青木木聡聡 0011//1111//0088②②

青青木木純純子子 0000//0044//2200⑤⑤

青青木木創創 0088//0066//0055③③，，1133//1111//1144②②

青青木木玲玲 0077//0099//2277⑥⑥，，0088//1122//1188③③

青青島島淑淑子子 0099//1100//1155④④

青青柳柳伸伸子子 1122//1111//2299②②

青青柳柳優優子子 0022//0077//2255②②，，0099//0011//2299⑥⑥

青青山山南南 0011//0055//0022②②

青青山山陽陽子子 0077//1111//2299③③

赤赤根根洋洋子子 1100//0022//1100⑤⑤

幾幾島島幸幸子子 0066//0011//1122⑤⑤，，0099//0088//1133④④

1111//1100//2200③③

池池内内紀紀 0033//0044//1177③③，，1100//0055//2200①①

池池上上千千寿寿子子 9988//0033//2266①①

池池田田香香代代子子 9988//1111//1199①①，，9999//0011//1144②②

池池田田清清彦彦 0055//1122//1155④④

池池田田清清美美 0055//1122//1155④④

池池田田年年穂穂 1111//1100//0066③③

池池田田真真紀紀子子 0088//1122//2255③③，，1111//1111//1100⑥⑥

1111//1122//0011①①

池池田田みみゆゆきき 0077//1100//1111⑤⑤

池池村村千千秋秋 0099//0099//1177①①，，1111//0044//2288⑫⑫

1144//0022//2200⑥⑥

伊伊佐佐木木圭圭 9999//0099//2222③③

【訳者・監訳者、写真家ほか索引】

今今
井井
入入
岩岩
岩岩
岩岩
岩岩
岩岩

岩岩

上上
上上
植植

評者索引

2479

【あ】
アーサー・ビナード 03/05/15⑤

藍川由美 09/05/07③

会田弘継 06/11/16⑤，09/08/20③

10/06/24②，12/02/09①，12/08/23②

14/03/06④

相原真理子 04/05/13②，05/01/20①

05/09/15⑤，06/10/05①，07/09/27②

青木聡 03/11/13③

青木純一 12/05/31⑤

青木保 02/03/14④

青木謙知 99/11/18③

青澤隆明 10/11/25⑤

青柳いづみこ 04/04/22⑥

青柳正規 10/01/21⑤，10/06/03③

13/04/04⑥

青山和夫 07/09/06③

青山南 98/05/28①，07/11/22①

赤池学 09/02/19⑥

赤木智弘 13/07/11④

赤坂憲雄 05/09/08⑤，10/03/18⑤

12/08/09②，13/11/07③

赤坂真理 02/01/17⑥
赤瀬川原平 07/03/15④

赤塚若樹 13/02/21①

阿川佐和子 02/11/28①

秋尾敏 07/03/08②，09/03/05①

阿木津英 04/04/08⑥，06/03/09③

秋道智彌 13/11/14⑤

秋元孝文 10/11/11①

秋山仁 99/06/10①，05/10/13①

秋山豊寛 99/09/09④，01/03/22①

浅井基文 07/08/16⑤，08/05/29③

浅尾大輔 09/07/23①，09/11/12⑥

浅川公紀 03/03/13②

朝倉敏夫 12/02/09③

浅田彰 09/10/29③

安里英子 99/08/19⑤，02/07/18⑤

朝比奈あすか 09/01/08②

朝山実 12/04/26③，12/11/01⑥

13/07/18⑤，14/01/23⑤

東えりか 05/09/22①，06/02/16①

 06/12/14⑤，07/05/02④，08/05/15②

09/01/08⑥，09/04/16⑤，09/12/03⑥

10/05/20②，10/09/30④，11/04/28⑪

11/07/21①，11/10/06③，11/12/28①

12/06/21⑩，13/01/10③

東浩紀 99/07/01⑤，02/03/14③

08/12/25④，09/06/04④

麻生圭子 99/04/08⑥
麻生晴一郎 10/10/14④，11/03/31⑤

11/09/29④，12/11/15④

麻生結 99/06/10②

足立倫行 08/03/06⑥，10/08/12⑤

阿刀田高 11/08/25⑥

阿部賢一 09/12/17②

阿部浩己 02/10/03⑤

阿部重夫 10/10/14⑥

阿部珠樹 98/05/14③，98/12/10①

 99/07/15②，00/08/03②，01/02/01⑤

02/06/20①，02/08/22⑤，02/12/19⑤

03/02/06⑤，03/08/14②，04/08/05⑥

05/11/17②，06/10/12②，07/03/22③

07/10/04③，08/06/05⑤

阿部牧郎 02/03/07⑤，05/01/06⑥

13/12/05④

安部義孝 98/09/17①

天笠啓祐 10/10/07⑤

甘糟りり子 05/08/18②，07/01/18①
天児慧 98/07/30①，13/02/28④

雨宮処凛 08/05/15⑤，14/01/30②

雨宮まみ 13/06/13④

荒井昭一 11/11/24③，12/02/09②

12/04/26⑥，12/08/23①，12/12/27⑥

荒井信一 08/09/04⑤

荒和雄 12/07/12①

阿羅健一 03/04/17④

荒このみ 00/05/11③，02/08/22⑥

03/07/10④，04/09/22②

有沢蛍 98/08/13①

有栖川有栖 12/02/16②

有田芳生 06/08/03①

有馬朗人 02/08/01⑥

有馬敲 01/11/29④

有馬哲夫 08/10/30④

有馬学 04/09/09⑥

有吉玉青 02/11/07④，04/06/17③

05/07/07⑥，06/08/17③

粟屋憲太郎 04/08/19③
安西水丸 07/10/11③

安藤優一郎 11/10/20⑤

安藤礼二 09/07/23④，10/05/20①

 10/12/09①，11/04/21④，11/08/18③

12/01/12⑤，13/01/24①，13/07/25①

13/10/31①

安野光雅 04/07/29③

【い】
飯沢耕太郎 99/11/18⑤，01/04/05②

13/04/04③

飯島洋一 99/05/13④，01/10/04④

04/05/20⑥，05/10/13②，06/11/09⑥

飯島吉晴 13/08/01⑤

飯田泰之 09/10/08①，12/06/01

飯田祐子 11/03/24④

飯野友幸 13/03/14①
家田荘子 12/11/01②

五百旗頭真 06/03/16③

五十嵐暁郎 99/03/11④，00/11/22①

01/03/01④，02/03/07⑥，04/09/02⑥

05/08/11⑤，06/05/25④，10/04/15①

11/02/24②

五十嵐太郎 06/02/09②，08/07/24①

 09/06/11①，11/06/16④，12/07/26②

13/08/29③

井狩春男 02/06/06⑥

生島淳 07/07/12③

生田紗代 05/11/02②，06/02/23②

06/03/23②，06/08/17①，07/10/04②

08/04/17①，08/12/18①

井口時男 98/05/28⑤，98/11/05⑥

99/08/26③，01/07/26⑥，03/12/04⑥

07/12/20⑥，09/10/15①，10/08/26⑤

11/12/22③，12/06/21①，12/12/20①

13/04/04④

池井優 00/04/06③

池内紀 01/06/21⑤，01/12/20④

02/04/18①，02/07/25⑥，04/01/15③

04/06/17②，05/11/17③，06/04/20④

09/12/24②，11/03/17④，11/10/13②

12/11/08⑤

池内恵 02/08/15①，03/08/07⑤

05/10/20④，06/10/05⑤

池内了 05/08/11③，06/04/06⑤

06/07/20②，07/03/29③，08/07/17③

09/01/29④，13/08/15⑥

井家上隆幸 98/08/27⑥，99/01/28④

 99/05/20⑥，99/09/02⑤，99/12/09⑥

00/09/07①，01/12/27⑤，02/05/09⑤

03/11/20④，06/08/17②，07/05/10②

08/03/06⑤，09/01/22⑥，09/08/13⑤

10/01/07②，10/08/12④，10/10/21⑥

11/02/24①，11/07/14②，12/07/05④

13/04/04①，13/07/18①

池上冬樹 07/08/09②，08/10/09⑤

 09/07/16②，10/11/11②，11/05/19①

11/09/29⑤

池上正樹 07/08/09⑥
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私は不死鳥を見た 98/08/06②

わたしはマララ 13/12/19⑥

わたしを宇宙に連れてって
 11/12/01①

わたしをみつけて 13/08/15⑤

渡良瀬 14/02/13②

輪違屋糸里 04/07/01②

笑い犬 06/10/26⑤

笑い三年、泣き三月。 11/10/14①

笑いの経済学 00/02/03③

笑いの日本語事典 09/01/08⑤

笑いの日本文化 13/08/01⑤

笑う戦後史 02/11/28④

笑うふたり 98/07/16④

藁にもすがる獣たち 11/09/22⑥

『ワル姫さま』の系譜学 10/10/28②

我、食に本気なり 09/03/05⑤

われ巣鴨に出頭せず 06/08/17⑤
我、拗ね者として生涯を閉ず
 05/03/17③

我的中国 04/02/19④

我的日本語 10/11/25②

われは蝸牛に似て 00/01/13①

我、弁明せず。 08/04/10①

われらの悲しみを平和への一歩に
 04/04/15⑤

われらはみな、アイヒマンの息子
 07/03/22⑤

われら北極観測隊 99/08/26⑤

我々はなぜ戦争をしたのか
 00/04/27②

和を継ぐものたち 06/11/30②

ワンス・アポン・ア・タイム・イン・
東京 08/03/27②

ワンちゃん 08/01/31①

「網民」の反乱 12/11/15④

「私が、答えます」 01/11/08③

私がそこに還るまで 04/12/09①

私がひきこもった理由 00/08/10⑥

〈私〉だけの神 11/09/15②

わたしたちが孤児だったころ
 01/05/10④

私たちが死刑評決しました。
 09/09/24④

私たちが、すすんで監視し、監視さ
れる、この世界について

 13/07/04⑥

私たちが住みたい都市 06/03/23④

私たちは、脱走アメリカ兵を越境さ
せた… 07/12/06②

「私」であるための憲法前文
 03/05/15③

〈私〉という演算 99/04/28④

私にとってオウムとは何だったのか
 05/04/14④

〈私〉の愛国心 04/09/02④

私の愛、ナムジュン・パイク
 13/11/28⑥

私の赤くて柔らかな部分
 09/09/24⑥

わたしの家 13/05/09⑥

私の家では何も起こらない
 10/03/04②

私の家は山の向こう 05/04/14②

私の一世紀 01/06/21⑤

私のいない高校 11/07/14②

私のからだは世界一すばらしい
 01/08/30③

私の憲法体験 10/11/11⑤

わたしの城下町 07/04/26②

わたしの戦後出版史 08/08/14⑥

わたしの名は紅 04/12/16④

私の名はナルヴァルック
 10/09/30④

私のハリウッド交友録 08/08/28④

私の濹東綺譚 99/07/15①

私のマルクス 08/01/10②

私のミトンさん 11/08/11⑥

わたしのリハビリ闘争 08/01/10③

わたしは老いる…あなたは？
 98/06/04①

私は逃げない 07/11/01⑤

わたしは妊婦 13/05/09⑤

私は、走ろうと決めた。 12/12/14

私はヒトラーの秘書だった
 04/02/12⑥

私はフェルメール 07/10/11⑤

【わ】
ワーキング・プア 07/03/08⑤

ワーキングプア　日本を蝕む病
 07/07/12①

ワード・ポリティクス 00/11/30⑥

ワープする宇宙 07/08/02⑥

ワイルダーならどうする？
 01/03/08①

ワイン　一杯だけの真実 98/12/24⑥

和解のために 06/12/14⑥

わが映画批評の五〇年 03/10/16④

わが告白 12/02/02②

わが心、南溟に消ゆ 00/08/31⑥

わが屍は野に捨てよ 02/09/12③

わかってきました。 00/02/24③

わが庭に幸いあれ 98/04/16①

ワガネ沢水祭りと黄金人
 99/01/21⑥

吾輩は『黒帯』である 00/11/09③

わが孫育て 08/01/24⑥

わが道を行く 01/08/02①

若者たちに何が起こっているのか
 04/09/09④

若者と現代宗教 00/01/20⑥

若者と仕事 05/05/12④

若者の労働と生活世界 07/06/28⑤

若者はなぜ怒らなくなったのか
 03/08/14④

若者問題の社会学 13/08/01⑥

わが家の新築奮闘記 99/03/18①

わがユダヤ・ドイツ・ポーランド
 02/04/18②

わかりやすいはわかりにくい？
 10/04/22⑥

別れの時まで 11/07/07②

『別れる理由』が気になって
 05/05/12⑥

倭国誕生 02/07/02

ワシントンのうた 07/05/24②

ワシントンハイツ 09/08/27④

ワシントンハイツの旋風
 03/12/04⑤

ワスプ（WASP） 98/11/19④

忘れられたワルツ 13/06/06①

早稲田古本屋街 06/11/02②

私がしたことは殺人ですか？
 10/07/08④

私事 05/02/10⑥

私 08/09/18③

わたしが明日殺されたら
 11/07/07⑤

【あ】
アーサー・I・ミラー 09/09/03④

アーサー・ゴールデン 99/12/02⑥

アーサー・W・フランク 02/03/07①

アーサー・ビナード
 05/03/24③，07/11/22③

アーザル・ナフィーシー 06/10/19②

阿堅〔アー・チェン〕 03/05/22②

アーニェ・コリア 10/04/15⑤

アーノルド・ミンデル 01/11/08②

アーリング・ノルビ 11/12/08⑤

アーリン・ホー 10/11/18⑥

アーロン・G・フィラー 08/11/13④

アーロン・スキャブランド
 09/11/05⑥

相川祐里奈 13/09/26⑤

アイザック・B・シンガー
 02/07/25⑥

相沢直樹 13/01/17③

会田弘継 08/10/23⑥

藍野裕之 11/10/14②

相場英雄 12/07/26⑤，13/08/22②

アイリーン・M・ペパーバーグ
 11/01/20⑥

アイン・ランド 04/07/29⑥

青木理 08/06/06，12/01/19②

青木宏一郎 08/06/12③

青木淳悟 07/07/19②，11/07/14②

青木深 13/04/18④

青木冨貴子 11/06/16②

青木正美 09/11/26⑥

青木美智男 09/07/23⑤

青木雄二 03/11/06②

青野聰 07/04/05②

青野由利 99/09/30④

青柳いづみこ
 99/07/08⑤，05/07/28①

青柳寛 05/12/22⑤

青山光二 06/07/06⑤

青山潤 11/03/17②

青山真治 06/01/05①，10/03/11③

青山七恵 07/02/22②，09/11/05⑤

 10/11/18②，12/07/19②，14/01/23①

青山文平 11/07/14①

赤江達也 13/08/15③

赤坂憲雄 01/01/11①，07/08/02⑤

 10/04/22⑤，10/12/02⑥，12/07/26③

赤坂真理 99/02/18⑥，00/03/23①

 08/02/07⑤

赤瀬川原平 99/07/01⑥，00/02/24③

 01/07/19②，02/10/03④，04/07/01④

07/10/25①

赤染晶子 10/08/05①，11/08/18③

阿川佐和子 08/04/03③

阿川弘之 04/06/10④

秋尾沙戸子 09/08/27④

秋尾敏 99/09/02③

秋山駿 01/11/22⑤，03/05/01⑥

秋山忠右 10/02/25⑤

秋山豊寛 07/12/27⑤

秋山征夫 12/07/19①

秋山祐徳太子
 07/03/15④，08/08/28⑤

秋山豊 06/05/25⑤

阿久悠 00/01/27⑥，04/10/07⑤

07/11/15⑥，11/11/10④

朝井リョウ 11/12/01⑤，13/08/01①

朝倉かすみ 08/03/19⑤，09/06/04⑤

10/04/22②，12/10/11⑤

朝倉喬司 03/07/10②，11/03/24⑤

朝倉三枝 10/11/11③

朝倉祐弥 05/02/10⑤

浅田次郎 00/05/02④，04/07/01②

07/05/10②，10/08/05②，13/11/21①

あさのあつこ 06/08/31④

 08/07/03⑤，09/07/02①，10/07/01①

11/06/02③

浅野欣也 00/02/10⑤

浅野素女 04/07/01③

浅野裕一 04/09/09③

浅羽通明 01/06/07⑤

アサヒグラフ特別取材班
 98/12/10①

朝比奈あすか 08/09/25③

朝吹真理子 11/02/03①

浅見克彦 11/07/21④

アシア・ジェバール 11/04/21②

芦崎笙 14/03/27①

芦原伸 08/08/21⑥，14/03/27⑥

芦原すなお 07/09/20②

亜洲奈みづほ 04/12/02②

東照二 10/06/24⑥

吾妻ひでお 05/03/31②

東秀紀 00/11/02①，02/10/17①

東浩紀 02/01/10⑥，03/02/06②

03/05/15⑥，07/05/10⑥，11/12/28⑥

安住恭子 12/06/07①

麻生圭子 00/08/24②

麻生晴一郎 99/09/02②

アソル・フガード 07/05/02③

安達千夏 04/09/30②

足立紀尚 04/06/03⑥

安達正勝 04/02/05①

アダム・ウィシャート 08/06/12④

渥美清 03/07/10③

渥美由喜 07/03/01⑥

阿刀田高 09/04/02⑤

アドルフ・グッゲンビュール・クレ
イグ 07/08/09④

アナリン・スワン 08/09/11⑤

アニータ・シュリーヴ 01/09/20⑤

アビジット・V・バナジー 12/06/01

アヴィシャイ・マルガリート
 06/11/16⑤

アヴィ・スタインバーグ 11/06/02⑤

阿部和重 99/02/25⑥，06/04/20③

10/04/09，12/07/05③

安部公房 13/02/14④

阿部珠理 05/07/21②

安部ねり 11/05/21

阿部裕志 13/02/18

阿部牧郎 00/08/17⑥

安部龍太郎 02/11/14③，12/11/15③

網干善教 07/11/09

天草季紅 05/10/06⑥

天野作市 08/06/12②

天野正子 07/04/19②

天野雅敏 05/04/28⑤

雨宮処凛 02/09/12⑤，04/04/08⑤

06/11/22①，10/08/19③

天本英世 00/02/18

アマンダ・リプリー 10/03/04⑥

アミール・D・アクゼル
 99/06/10①，10/08/05⑤

網野善彦 98/12/10②

アミラ・ハス 05/06/30③

アメリア・アレナス
 99/10/07①，00/03/16④

アメリー・ノートン
 98/06/04②，12/02/02①

アモン・シェイ 10/12/16④

彩瀬まる 13/12/26①

綾辻行人 06/04/27①，09/11/19③

彩永真司 99/03/25⑥

著者・編者索引
■五十音順 ＊外国人名の姓名の順は配信データにあわせた。

紙面
内容例

04/04/22①

04/06/24④

04/08/05②

04/09/09③

05/01/20④

05/03/17⑤

05/04/07①

05/05/02⑤

05/10/13⑥

05/11/10⑥，
06/01/26③

06/04/06④

06/07/27②

06/08/17⑥

06/10/19①

06/12/21⑤

07/03/08⑤

キーワード索引出版社索引

25132512

【ら】
洛北出版 11/11/24⑤

ランダムハウス講談社 04/09/30⑥

05/01/27④，05/05/26④，05/09/29④

06/01/12⑤，06/05/18③，07/03/08③

07/10/11⑤，07/11/01⑤，07/12/27⑤

08/07/28，09/02/26④，09/07/02②

09/09/24④，09/11/05③，09/12/24⑥

10/02/25⑥

【り】
リーダーズノート出版 13/06/13⑤

LIXIL出版 12/10/11①

リトルモア 00/03/09③，01/05/31⑥

 01/11/29②，10/10/21②，11/01/13⑤

11/08/25②，12/02/23③，12/05/10④

12/11/22④

リブレ出版 09/10/16

緑風出版 98/09/10③，13/05/09④

理論社 02/02/07⑥，08/04/17①

08/07/10⑥

【れ】
黎明書房 99/03/18⑥

レディメイド・インターナショナル
 04/10/28③

【ろ】
ロッキング・オン 01/02/22②

05/01/06①，05/05/19④，13/02/21⑤

ロックウェルアイズ 01/11/22⑥

論創社 03/10/30⑤，10/09/16⑥

【わ】
ワイズ出版 03/08/21②，08/10/02⑥

早稲田大学出版部 99/06/17②

01/06/21⑤

ワック出版 07/05/17⑤

ワニブックス 00/12/07①

キーワード索引

アパート 09/01/15③

アヴァンギャルド芸術 01/09/06③

アバンギャルド詩人 14/01/16⑤

アフガニスタン 01/11/15②

 04/06/10③，09/04/30③，10/06/03③

11/07/07⑤，11/09/29①，11/10/20④

アフガニスタン日本人拉致事件
 09/04/30③

アフガン侵攻 13/02/21②

アブチラガマ 00/07/06⑤

アフリカ 99/01/28②，01/01/25⑤

 04/06/17④，09/09/17④，10/02/04④

12/02/09⑥

アフリカ人 12/10/11④

安部公房 06/01/12①，11/05/21

安倍晴明 01/11/22①，03/11/27③

阿片（アヘン）
 98/10/29③，05/09/08④

アボジ 98/04/23④

アポロ計画 99/09/09④

甘粕正彦 08/07/10①

アマゾン〈密林〉
 02/04/18⑥，10/04/28⑤

アマゾン・コム
 05/05/12③，14/03/06②

アマチュア 07/08/23⑥

アマチュア天文観測家 13/08/15⑥

天野忠 00/11/02⑥

アマンリゾーツ 13/05/16④

雨 01/07/12⑥

アメラジアン 02/06/13⑤

アメリカ 98/06/18⑥，98/07/23①

 98/07/30④，98/08/13①，98/10/08③

98/11/19④，98/11/26②，00/01/20④

00/04/20②，00/08/10④，00/08/24③

00/10/26⑤，00/11/09①，01/04/12⑥

01/10/11④，02/02/14②，02/07/18②

02/09/12②，02/09/19②，02/11/21④

03/01/16①，03/05/01③，03/05/29②

03/06/26④，03/07/24①，03/09/18①

03/12/04④，04/02/12⑤，04/02/26①

04/02/26②，04/03/18③，04/05/20②

04/08/26④，04/09/22②，04/09/30④

04/09/30⑥，04/12/02⑤，05/03/17①

05/04/07①，05/05/02②，05/07/21②

05/08/04③，05/10/13⑤，05/10/27①

06/07/27④，06/10/12③，06/10/26④

06/12/21④，07/02/15⑥，07/04/19⑥

07/06/07③，07/09/06③，07/10/18⑥

 13/12/26③

アザ 99/05/06⑤

アサーティブ 12/04/05⑥

麻井宇介 10/12/22②

浅丘ルリ子 08/06/05①

朝顔 08/07/31②

浅草十二階 01/06/21①

浅草フランス座 01/03/01①

麻原彰晃 10/12/16⑤

朝日平吾 09/11/12⑥

旭山動物園 05/08/18⑥

アジア 98/06/18③，00/10/26③
 01/03/01⑥，02/07/11⑤，03/08/14③

03/09/11②，04/12/02②，05/03/03②

05/12/22⑤，08/07/03④，09/07/09④

09/09/10⑤

アジア映画 04/06/24③

アジア系作家 10/03/18①

アジア史 08/07/24③
アシア・ジェバール 11/04/21②

足尾銅山鉱毒事件 10/07/22①

足利義教 03/05/08④

遊び 12/03/15⑤

アダム・スミス 08/05/29②

アダルトチルドレン 99/02/25③

99/03/11⑤，02/02/21①，04/10/07②

アダルトビデオ
 99/04/01⑤，04/08/05⑤

安土桃山時代 02/11/14③

アップル 13/08/15①，14/01/30⑤

渥美清 99/11/04③，00/05/18⑥

03/07/10③

アデノシンデアミナーゼ 98/08/06③

アトピー性皮膚炎 02/09/12⑤

アドラー心理学 14/02/13③

アドルノ 00/06/01①

アドルフ・アイヒマン 07/03/22⑤

アドルフ・ヒトラー 98/09/10①

99/03/04②，00/11/02①，02/05/02③

02/09/12②，04/02/12⑥，10/02/10⑤

11/06/23②，11/09/08④，12/02/16③

13/06/20④，14/02/13①

アナーキスト 10/10/28①

アナウンサー 08/08/07①

アナキズム 09/04/30⑤

兄 10/10/21⑤，11/03/03③

アニメ 01/06/21③，02/06/20②

 06/10/12③，08/03/13④，08/08/14④

12/04/26⑥，13/11/28⑤，14/03/20⑤

【あ】
アーカイブ 08/01/17⑤

アーサー・ウェイリー 08/12/18⑤

アート 01/06/07①，02/08/01①

 08/04/10③，10/08/19①，11/01/06⑥

13/09/12④

アート・アクティヴィズム
 99/04/15④

アーネスト・ヘミングウェイ
 01/06/07⑥

アイ・ウェイウェイ 11/12/01③

愛国心 04/09/02④，05/10/13③

08/04/24⑤

愛知県豊川市主婦殺人事件
 02/01/17⑥
会津藩 10/01/14⑥

ID野球 05/11/17②

アイドル 07/06/07⑤

アイヌ 00/08/24⑤，03/10/23④

07/12/13③，10/03/18⑤，10/03/25③

iPS細胞 12/10/19①

IBM 01/12/20③

愛欲 01/07/26③

あいりん 11/11/24⑤

アイルランド
 04/06/17④，07/03/29①

アイン・ランド 04/07/29⑥

アウグスト・ザンダー 00/05/11③

アウシュヴィッツ 98/08/27①

98/09/03②，00/10/12⑤

青山光二 06/02/16①

赤狩り（レッドパージ）
 04/10/07⑥，06/07/27④

「赤毛のアン」
 04/04/22①，08/07/10④

赤瀬川原平 01/07/19②

赤提灯 12/11/29④

阿川弘之 04/06/10④

秋田犬 11/05/12④

秋田児童連続殺害事件 09/07/23③

秋田蘭画 09/05/28④

秋葉原通り魔事件 11/04/14⑥

悪女 03/03/13④，11/06/30②

芥川龍之介 01/05/31④

阿久悠 07/11/15⑥，09/10/29⑤

明智光秀 07/05/17①，07/05/24④

08/11/13①，12/07/19③，13/09/26①

アコーディオン 00/08/24③

アコーディオン・ファミリー

【キーワード索引】


